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　本研究は，小学校６年生を対象に開発した単元「森林と大気と生活」の学習書に基づいて
実施した実験授業の結果を分析・考察したものである。実験授業の結果，問題集，作文，「推
せん課題」レポート，自己評価（反省），アンケートなどのデータを得ることができた。こ
れらのデータを分析・考察することによって，開発した学習書が個別学習用教材として適切
であったか，どのような社会認識を形成したか，実験授業によって社会認識がどのように変
化したか，その理由は何かなどを明らかにすることを目的としている。本稿では，アンケー
ト調査の結果を分析し，５，６年時に行った「ひとり学習」及び５年時に実施した単元「森
林と水と生活」と６年時に実施した単元「森林と大気と生活」の実験授業が児童にとってど
のような意味を持っていたかを明らかにした。
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７　アンケート調査の分析と考察
　単元「森林と水と生活」（５年）と「森林と大気
と生活」（６年）の学習書に基づく実験授業を実施
した福岡市立愛宕小学校６年２組の児童36人を対象
に，2004年３月，アンケート調査を行った。その目
的は５，６年時に行った「ひとり学習」を児童がど
のように受けとめているか，５年時に行った「森林
と水と生活」の実験授業と６年時に行った「森林と
大気と生活」の実験授業がどのような意味を持って
いるか，どのような影響を与えたかを明らかにする
ことである。アンケート用紙はＡ ,Ｂの２枚である。
Ａは「ひとり学習」について，Ｂは単元「森林と水
と生活」と単元「森林と大気と生活」の学習につい
て質問した。以下において，アンケート結果の分析
･ 考察を行う。
（１）「ひとり学習」について
　アンケートＡは５，６年時に行った「ひとり学習」
について問うた。
　設問１－①は「あなたは，５，６年生のとき，『ひ
とり学習』をしてよかった，と思いますか？」とい
う問いである。
　「よかったと思う」と回答した児童は28人，「どち
らかわからない」と回答した児童は８人で，「悪かっ
たと思う」と回答した児童はいなかった。この結果
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から，77.8％の児童が，５，６年生時に，「ひとり学習」
をして良かったと肯定的に評価しているといえる。
　設問１－②で，その理由を問うた。「よかったと
思う」と回答した28人の児童の内，24人がその理由
を次のように記している。
　　 「ひとりでべんきょうして集中してできたのでよ
かったと思います。」（Ａ男）
　　 「人にたよらずじぶんのちからでできるようになっ
た。」（Ｂ男）
　　「大人になったとき役立ちそうだから。」（Ａ女）
　　「集中して，一人で取り組めたから。」（Ｅ男）
　　 「先生が，高校とかに行ったら，やくにたつとおっ
しゃったから。」（Ｂ女）
　　「ひとり学習できる力がついたから。」（Ｃ女）
　　「自分のペースで学習できるから。」（Ｄ男）
　　 「話とかを聞いてやるのより，自分でやった方がす
ぐ終わるし，聞きのがしたりしないから。」（Ｄ女）
　　 「集中力がついたし，家で勉強する時間が増えまし
た。」（Ｅ女）
　　「自分一人でどんどんすすめるようになった。」
　　（Ｇ女）
　　「よくできたし。」（Ｆ男）
　　「自分一人でどんどんすすめるようになった。」
　　（Ｇ女）
　　「集中できたから。」（Ｇ男）
　　「一人だったので集中してできたから。」（Ｈ女）
　　「自分に責任をもてたこと。」（Ｈ男）
　　 「いろいろ分からないことが自分のペースでやれる
から。」（Ｉ女）
　　「いろいろなことを知ったから。」（Ｋ男）
　　「自分のペースでべんきょうできたから。」（Ｌ男）
　　「とてもよくできたから。」（Ｍ男）
　　「ひとりで一生懸命出来たから。」（Ｎ男）
　　 「友達と喋らずにする集中力がついたと思うから。」
（Ｊ女）
　　「いずれ役に立つ。」（Ｏ男）
　　 「こどくなじかんをたのしめた。」（Ｐ男）
　　「楽だから。」（Ｒ男）
　　「集中力がついた。」（Ｌ女）
　　「全体で勉強するよりも集中できたから。」（Ｎ女）
　　「自分のペースでできる。」（Ｓ男）
　　 「中学でも『かつよう』できるかもしれないから。」
（Ｔ男）
　　「ふつうの勉強じゃおもしろくないから。」（Ｕ男）
　上記の回答から，次のことがいえる。「集中」を
キーワードに記述している児童が８人いる。回答者
の３分の１が「集中して出来たり，集中して取り組
めたり，集中力がついたので， ５，６年生の時に，「ひ
とり学習」をしてよかったと評定している。第２番
目に多いのは，「ひとり学習」する力ができ，自分
の力でどんどん進めるようになったと評定している
児童たちである。第３は，自分のペースで学習でき
ることをあげている児童たちである。すなわち，集
中して学習できたり，自分ひとりの力で学習できた
り，自分のペースで学習できたことが，大半の児童
に５，６年生の時に，「ひとり学習」をして「良かっ
た」と評定させたといえる。
　ひとり学習では「自ら学ぶ力」の育成を重視して
いる。「自ら学ぶ力」を獲得していれば教師や学校
から離れてひとりになったときでも，また困難な状
況や環境におかれても，自分の力で成長することが
出来るであろう。「いずれ役に立つ。」（Ｏ男），「中
学でも『かつよう』できるかもしれないから。」（Ｔ
男），「先生が，高校とかに行ったら，やくにたつと
おっしゃったから。」（Ｂ女），「大人になったとき役
立ちそうだから。」（Ａ女）と記している児童がいる。
これらの児童は，「自ら学ぶ力」の観点からのひと
り学習を肯定的に評価しているといえる。
　設問２－①は，「あなたは，５，６年生のときにし
た「ひとり学習』が楽しかったですか？」という問
いである。
　「楽しかった」と回答した児童は20人，「楽しくな
かった」と回答した児童は１人，「わからない」と
回答した児童は14人であった。この結果から，約
60％の児童にとって，５，６年時のひとり学習は楽
しかったといえる。
　設問２－②で，その理由を問うた。「よかったと
思う」と回答した20人の児童はその理由を次のよう
に記している。
　　 「じぶんですすみたいだけすすめられいろいろなこ
とをしらべることができた。」（Ｂ男）
　　「自分にあったやり方ができるから。」（Ａ女）
　　「自分のペースでできたから。」（Ｂ女）
　　「色々な事がわかるから！」（Ｃ男） 
　　 「一人で，出来て，おくれたら，家でやってきて，
自分のペースでできたから！」（Ｃ女）
　　 「先生や友だちの意見を聞くよりも，一人勉強の方
がやりやすいから。」（Ｄ男）
　　「力がついたな―，実感できたから。」（Ｅ男）
　　 「先生にいろいろなアドバイスもしてもらえたし，
いろいろな人とノート交流ができたから。」（Ｅ女）
　　「とてもたのしかったです。」（Ｆ男）
　　 「自分でスケジュールを立てれたこと。もっとくわ
しくかくと，自分がくわしくしたいことには時間
をついかできる。」（Ｈ男）
　　「自分で勉強できたから。」（Ｋ男）
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表１　５，６年で一番必死で，真剣に取り組んだ勉強
　　「一人でガンガンすすめられたから。」（Ｌ男）
　　 「いろいろ，分からなかったりしたけど，がんばっ
て，やれたから。」（Ｍ男）
　　「集中してまわりをきにせずたのしめた。」（Ｎ男）
　　「集中してできた。」（Ｋ女）
　　「画一化されていなかったから。」（Ｐ男）
　　 「一人でやるとその成果が直接ノートに出る。」（Ｑ
男）
　　 「集中してたのでいろいろなことが頭に入った。」
（Ｌ女）
　　「ペースですすめられた。」（Ｓ男）
　　「ふつうの勉強じゃ，おもしろくないから。」（Ｕ男）
　「楽しかった」理由は，設問１の「よかったと思う」
の理由と重複して，集中して，自分の力で，自分ペー
スでできたことをあげている児童が多い。これ以外
の理由として，ひとり学習では，「画一化されて」（Ｐ
男）おらず，「自分でスケジュールを立てれたこと。
もっとくわしくかくと，自分がくわしくしたいこと
には時間をついかできる。」（Ｈ男），「自分にあった
やり方ができるから。」（Ａ女），などのように，自
分でスケジュール決め，自分にあったやり方で学習
できることをあげている児童もいる。また，「先生
にいろいろなアドバイスもしてもらえたし，いろい
ろな人とノート交流ができたから。」（Ｅ女）のよう
に，先生や友だちとの交流をあげている児童もいる。
　「楽しくなかった」と回答した児童が１人いる。
その理由として，「集中はできたが，しーんとして
て逆にやりにくかった。」（Ｏ男）ことをあげている。
　設問３は「５，６年のときにした勉強のうちで，
あなたが一番必死で，真剣に取り組んだ勉強は，何
でしたか？」という問いである。この問いに対し
て，36人中30人が回答した。それを集計したのが表
１「５，６年で一番必死で，真剣に取り組んだ勉強」
である７）。
　表１から明らかなように，回答は分散している。
複数回答があった単元は少ない。その中で，６年で
学習した「森林と大気と生活」をあげた児童が５人，
５年で学習した「森林と水と生活」をあげた児童が
４人いる。このことから，児童は５，６年時の「森
林と大気と生活」と「森林と水と生活」の学習に，
一番必死で，真剣に取り組んだといえる。
　設問４－①は「１年生から６年生までの間で，あ
なたが一番思い出に残っている勉強は，どの教科の
どの単元ですか？」という問いである。この問いに
対して，36人中32人が回答した。
　この問いに対する回答を集計したのが表２「小学
校で１番思い出に残った単元」である８）。
　複数の回答があったのは，設問３の回答と同様に，
５年社会の「森林と水と生活」が５人，６年社会の
「森林と大気と生活」３人であった。このことから，
児童は５，６年時の「森林と大気と生活」と「森林
と水と生活」の学習が小学校で一番思い出に残らせ
ているといえる。
　設問４－②で，「どのようなことが思い出に残っ
ていますか？」を問うた。この問いに
対して，「森林と水と生活」と「森林
と大気と生活」と回答した８人の内，
６人は次のように記している。
　単元「森林と大気と生活」が一番思
い出に残っている訳
　　 「とても一生けん命できたから。」
（Ａ女）
　　 「発展課題を必死にやっていた
なーと思う。」（Ｅ男）
　　 「いろんな先生たちと勉強してと
てもいい思い出ができました。」
（Ｈ女）
　　 「縄文クッキーをつくったこと。」
（Ｌ男）
　単元「森林と大気と生活」が一番思
い出に残っている訳
　　 「勉強を楽しく，集中してできた
こと。」（Ａ男）
　　「作文がうまくかけた。」（Ｔ男）
　これらの回答から，実験授業という
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特別な学習で，一生懸命に，必死にがんばったこと
や推せん課題に取り組んだことが，「森林と水と生
活」と「森林と大気と生活」の学習が小学校で一番
思い出に残らせたといえる。
　設問５は「古賀先生のことで一番心に残っている
ことは，何ですか？自由に書いて下さい。」という
問いである。この問いに26人が次のような回答を
行っている。
　　 「きょういくのしかたがうまく，べんきょうがたの
しくうまくやることができるようになった。」（Ｂ男）
　　「どくとくな勉強の仕方（１人勉強など）」（Ａ女）
　　「勉強ニュースで勉強したこと。」（Ｂ女）
　　 「とにかくやさしくて小学校で一番いい先生！」（Ｃ
男）
　　 「１人勉強をさせてくれて自分で学べる力がついた
ことと，要約もできる力がついたから。」（Ｃ女）
　　 「一人勉強。質問をしたら，真けんに相談してくれ
る。」（Ｄ男）
　　 「先生といっしょに行ったバリアフリーについて勉
強したとき。」（Ｅ男）
表２　小学校で１番思い出に残った単元 　　 「いろなんことをしていいこと。」
（Ｄ女）
　　 「一人勉強を教えてくれたこと。
集中力を身につけることのもくそ
う。」（Ｅ女）
　　 「自由？でした。わからないとき
にときたまにおしえてくれた。」
（Ｆ女）
　　「ひとり学習」（Ｇ男）
　　 「社会を一生けん命おしえてくれ
た所が心に残っています。」（Ｈ女）
　　「１人学習。」（Ｈ男）
　　「やさしいとき。」（Ｊ男）
　　「一人がくしゅう。」（Ｌ男）
　　 「いろんなことを，教えてくれた
こと。」（Ｍ）
　　 「ホークスタウンにバリアフリー
について勉強しに行った時。いっ
しょに調査に行った。」（Ｎ男）
　　 「転校して来た時，色々教えてく
れた事。」（Ｊ女）
　　 「○○教頭のところにつれて行か
せてもらい怒られたこと。」（Ｐ男）
　　「一人学習。」（Ｑ男）　
　　 「わからない所をきくといつもて
いねいにおしえてくれた。」（Ｌ女）
　　「こわかった。」（Ｓ男）
　　 「１人勉強が初めてだったこと。」
（女）
　　 「べん強ニュースなどいろいろ工夫してわかりやす
かった。」（Ｔ男）
　　「勉強ニュースを作って，読むこと。」（Ｏ女）
　　 「クリスマスにサンタをやったこと（古賀先生が）。」
（Ｕ男）
　古賀に対する思い出として，ひとり学習（勉強）
をあげている児童が10人と多い。その内，３人は勉
強ニュースのことをあげている。
　ひとり学習では，どの単元の学習でも，最初に勉
強ニュースを配布し，単元の説明を教師が行う。単
元の説明では，どのような内容の単元か，どのよう
な目当てを持って取り組めばよいか，この単元には
何時間が配当されているか，どのような点を頑張っ
て学習すると良いかなどの説明を聞く。教師による
説明を聞いた児童は，自分の学習計画を立て，その
計画に基づいてひとり学習を行う。５年生になって
初めてひとり学習を始めた児童にとって，それまで
の一斉学習とは異なって，勉強ニュースを用いた学
習は，新鮮であり，強い印象を与えたといえる。
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　ひとり学習における教師の教授活動の中核は，「勉
強相談」である。児童はひとり学習をしていて困難
や悩みに遭遇すると，教師に「勉強相談」を申し込
む。教師はひとりひとりの個性や能力に応じた援助
や支援を行う。「質問をしたら，真けんに相談して
くれる。」（Ｄ男），「わからない所をきくといつもて
いねいにおしえてくれた。」（Ｌ女）などの記述にみ
られるように，古賀が真剣に，丁寧に児童の相談に
応じたことがわかる。また，「きょういくのしかた
がうまくべんきょうがたのしくうまくやることがで
きるようになった。」（Ｂ男），「１人勉強をさせてく
れて自分で学べる力がついたことと，要約もできる
力がついたから。」（Ｃ女）のように，２年間のひと
り学習によって，勉強が楽しくできるようになった
り，自分で学べる力がついたことをあげている児童
もいる。
　このように，ひとり学習における教師の教授 ･ 学
習活動が多くの子どもの心に残っているといえる。
　（２）単元「森林と生活」の学習について
　
　調査用紙Ｂの設問１－①は「あなたは，５年生の
とき，単元『森林と水と生活』の勉強をして，よかっ
たと思いますか？」という問いである。
　「よかったと思う」と回答した児童は19人，「悪かっ
たと思う」と回答した児童は１人，「どちらかわか
らない」と回答した児童は16人であった。この結果
から，52.3％の児童が，５年生のとき，単元「森林
と水と生活」の勉強をして良かったと肯定的に評価
しているといえる。
　設問１－②で，その理由を問うた。児童は，次の
ような回答を行っている。
　「よかったと思う」理由
　　 「ちきゅうの木のげんしょうややきはたをおこなっ
ていることがよくわかった。」（Ｂ男）
　　 「６年生の森林と大気と生活で最初にテキストをよ
んだ時に５年生に似た勉強をしていたので，よく
意味が分かったから。」（Ａ女）
　　 「森林や水について，考えるようになったから。」（Ｂ
女）
　　「新しい知識が増えたから。」（Ｃ女） 
　　 「世界でも森林が減っていることなどを知れたか
ら。」（Ｅ男）
　　 「考える力がついたし，作文を書くことが今まで以
上に好きになった。」（Ｅ女）
　　「問題をとく楽しさがあった。」（Ｆ女）
　　「水の大切さが分かったから。」（Ｈ女）
　　「自分の考えがふかまったから。」（Ｈ男）
　　 「森林のことについていろいろ分かったから。」（Ｉ
女）
　　「レポートがよくできた。」（Ｌ男）
　　 「よく分からないことがいろいろ分かったから。」
（Ｍ男）
　　「すいせんレポートをいっぱい書けた。」（Ｎ男）
　　 「森林と水について分かることができたし，一人勉
強も出来たから。」（Ｊ女）
　　 「森林がどのように，水と生活にかかわっていたか
が分かったから。」（Ｋ女）
　　「日常的なことだから。」（Ｏ男）
　　「木をきるとどうなるか。」（Ｓ男）  
　　 「自分に関係あるってことが分かったから。」（Ｊ女）
　　 「いろいろな事がわかってよかった。」（ＵＤ男）
　「悪かったと思う」理由
　　「森林と大気と生活が新鮮味がなかった。」（Ｐ男）
　以上の回答の中で，「ちきゅうの木のげんしょう
ややきはたをおこなっていることがよくわかった。」
（Ｂ男），「森林のことについていろいろ分かったか
ら。」（Ｉ女），「水の大切さが分かったから。」（Ｈ女），
「新しい知識が増えたから。」（Ｃ女）などのように，
よく，いろいろ分かったり，知識が増えたから，単
元「森林と水と生活」の学習ををして，よかったと
思った児童が１番多い。また，「考えるようになっ
たから」，「考えがふかまったから」，「考える力がつ
いた」にみられるように，思考力がついたことをあ
げている児童が３人いる。推せん課題に取り組んだ
児童の内，２人は「すいせんレポートをいっぱい書
け」て，「よくできた。」ことをあげている。それ故，
認識の広がりや思考力の変化，達成感が単元「森林
と水と生活」の学習ををして，よかったと児童に評
定させたといえる。
　設問２－①は「あなたは，６年生のとき，単元『森
林と大気と生活』の勉強をして，よかったと思いま
すか？」という問いである。
　「よかったと思う」と回答した児童は24人，「悪かっ
たと思う」と回答した児童は１人，「どちらかわか
らない」と回答した児童は11人であった。この結果
から，66.7％の児童が，６年生のとき，単元「森林
と大気と生活」の勉強をして良かったと肯定的に評
価しているといえる。問１の５年生の時に学習した
「森林と水と生活」に比べて，14ポイント上っている。
　設問２－②で，その理由を問うた。児童は，次の
ような回答を行っている。
「よかったと思う」理由
　　 「自分で森林の大切さなどがよくわかったのでいい
と思った。」（Ａ男）
　　 「いろいろなことなることを人がやっていることが
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よくわかった。」（Ｂ男）
　　「５年生の時の復習もかねてできたから。」（Ａ女）
　　 「５，６年と，同じような勉強で，考えが深まった
から。」（Ｂ女）
　　「知らなかったことがわかったから。」（Ｃ女）
　　「勉強になったし，楽しかった。」（Ｄ男）
　　「いろいろなことがわかったから。」（Ｅ男）
　　 「知らなかったこととかがあったから。」（Ｄ女）
　　 「前の勉強，森林と水と生活の反省をいかして取り
組めた！」（Ｅ女） 
　　「集中できた。」（Ｇ女）
　　「よくできたと思いました。」（Ｆ男）
　　「自分に関係ある事を知れたから。」（Ｇ男）
　　 「森を大切にして心がけようと思ったので勉強して
よかった。」（Ｈ女）
　　 「五年生のときより自分の考えがふかまったから。」
（Ｈ男）
　　「温暖化の原因とかいろいろわかったから。」（Ｉ女）
　　「温暖化の重大さが分かったから。」（Ｌ男）
　　「よく分かったから。」（Ｍ男）
　　「レポートをくわしくかけた。」（Ｎ男）
　　 「地球温暖化が進んでいる原因が分かったから。」
（Ｊ女）
　　 「日本人は熱帯林が減少していることに，かかわっ
ていることがわかったから。」（Ｋ女）
　　 「森林が日本とどう関係してるかわかったし，焼畑
農業がどういうものかわかった。」（Ｌ女）
　　「どう関係するか。」（Ｓ男）
　　「卒業前に出来たから。」（Ｏ女）
　　「いろいろなことがわかったから。」（Ｕ男）
　「悪かったと思う」理由
　　「森林と大気と生活が新鮮味がなかった。」（Ｐ男）
　設問１の②と同様に，「地球温暖化が進んでいる
原因が分かったから。」（Ｊ女），「森林が日本とどう
関係してるかわかったし，焼畑農業がどういうもの
かわかった。」（Ｌ女）などのように，これまで知ら
なかったことがいろいろわかったから，「森林と大
気と生活」の学習をして，よかったと思った児童が
１番多い。また，「５，６年と，同じような勉強で，
考えが深まったから。」（Ｂ女），「前の勉強，森林と
水と生活の反省をいかして取り組めた！」（Ｅ女）
にみられるように，５年の「森林と大気と生活」の
学習との関連で「よかった」と思っている児童が４
人いる。一方，「悪かったと思う」と評定した児童
は１人であった。その理由として，「森林と大気と
生活が新鮮味がなかった。」（Ｐ男）ことをあげている。
　設問３－①は「単元『森林と水と生活』，単元『森
林と大気と生活』の勉強は，社会のほかの単元の勉
強と同じだったとおもいますか？」という問いであ
る。 この問いに対して，「同じだった」は５人，「ち
がっていた」は18人，「どちらかわからない」が12人，
無回答は１人であった。この結果から，半分の児童
が学習書を用いた実験授業と教科書を用いた授業を
違うととらえている。
　設問３－②は「①で『ちがっていた』に〇をつけ
た人は，何がちがっていたかを書いて下さい。」と
いう問いである。この問いに対して，「ちがっていた」
と回答した18人中17人は次のように回答した。
　　「他の単元よりくわしくかいてあった。」（Ａ女）
　　「世界中に目を向けれたから。」（Ｂ女）
　　 「『森林と…』と『森林と…』は，環境問題と自分
たちをテーマにしていて，少しちがうと思う。」（Ｄ
男）
　　 「森林と水と生活は，水（海）も二酸化炭素を減ら
すやくわりをはたしていたことを知った。」（Ｅ男） 
　　「全てくわしくかかれていた。」（Ｆ女）
　　「プリントを使った。」（Ｇ女）
　　 「やっぱり教科書にのっていない事まで，たくさん
あった。」（Ｅ女）
　　「なかみがちがっていた。」（Ｆ男）
　　 「教科書よりテキストが100倍以上くわしかったか
ら。」（Ｈ男）
　　「大気のことが入っていた。」（Ｎ男）
　　「勉強の仕方と内容の身につき方。」（Ｊ女）
　　 「学校のは，テキストみたいにくわしいのがない。」
（Ｏ男）
　　「量」（Ｐ男）
　　 「教科書でやるより，テキストの方が『いろいろ，
見のがさず読みたい』ってきもちになった。」（Ｌ女）
　　 「教科書は，あんまりくわしくなかったけど，もう
一つは，くわしかった。」（Ｏ女）
　　「やり方もちがったし，内容もちがっていた。」（Ｎ女）
　　「とってもくわしくやったから。」（Ｕ男）
　このように，多くの児童は学習書と教科書の相違
を，「環境問題と自分たちをテーマにしていて」，教
科書には無い大気のことなどが内容として入ってい
たこと，学習書は教科書に比べて「くわしく」書か
れていたととらえていたことがわかる。
　設問４は「単元『森林と水と生活』，単元『森林
と大気と生活』を勉強して，心に残っていることが
あったら，いくつでもかまいませんから，書いて下
さい。」という問いである。この問いに対して，36
人中28人が以下のように回答した。
　　 「人がおぞんそうをはかいしじぶんたちをきけんに
さらしていることがわかった。」（Ｂ男）
　　「発展課題が楽しくできた。」（Ｂ女）
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　　 「温暖化が，すすんでいっていることにおどろきま
した。日本がこんなに木材を輸入していることに
おどろきました。」（Ｃ女）
　　 「５年の時の『水のじゅんかんシステム』のことを
ママ
， 
なぜか心に残っています。」（Ｄ男）
　　 「人が生きるために，木を切ってそれを売っている
から，木を切るのは，よくないけど，切らなけれ
ば，死ぬぐらいだからそれが悪いとはいえないと
思う。」（Ｅ男）
　　 「森林と大気と生活で，地球温暖化のこととかがよ
くわかったから，よかったなぁと思いました。」（Ｄ
女）
　　 「木のいろいろなせいしつが分かったし。いろいろ
な作文の書き方や要約のしかた。またレポート書
き方が心にのこってまーす。」（Ｅ女）
　　「作文をかくのがよかった。」（Ｆ女）
　　「人口爆発ということばがふしぎ。」（Ｇ女）
　　 「日本がフィリピンのラワンを伐りつくしたこと。」
（Ｇ男）
　　 「木を大切にしないといけないと心に残っていま
す。」（Ｈ女）
　　 「先生が４人ぐらいきてきんちょうしたこと。」（Ｈ
男）
　　「むずかしかった。」（Ｊ男）
　　「日本が世界一の木材輸入国だということ。」（Ｉ女）
　　「じょうもんクッキーなどのレポート。」（Ｌ男）
　　 「森林は，どのくらいおおわれているか，問題を解
いたとき，とてもすごい数で，びっくりしたこと。」
（Ｍ男）
　　 「自分でしらべてがんばれた。」（Ｎ男）
　　「地球温暖化の原因。森林が果たす役割。」（Ｊ女）
　　 「私たち，１人１人が，森林にかかわっている。」（Ｋ
女）
　　「熱帯林減少。」（Ｏ男）
　　「楽しかった。」（Ｐ男）
　　 「テキストをよんでいて初めて知ったこと，おどろ
きが多かったこと。」（Ｑ男）
　　 「日本が熱帯林をいくつも伐っていたこと。焼畑農
業のこと。」（Ｌ女）
　　「人間は，自分でたねをまいている。」（Ｓ男）
　　 「二酸化炭素が増えてきて，それでも，まだ木がど
んどん切られていっているっていうこと。」（女）
　　「地球温暖化について。」（Ｏ女）
　　「焼畑農業や木が
ママ
二酸化炭素や酸素のこと。」（Ｎ女）
　　「土じょうとでき方がすごいと思った。」（Ｕ男）
　５年時の単元「森林と水と生活」，６年時の単元「森
林と大気と生活」の学習後の心の残りかたはひとり
ひとり様々である。作文の書き方や要約の仕方，レ
ポートの書き方，推せん課題のレポートで頑張った
り，楽しくできたことなどにみられるように，学習
面での取り組みが心に残っている児童たちがいる。
また，地球温暖化とその原因，二酸化炭素，日本の
木材輸入，熱帯林の伐採と減少，人口爆発，焼畑農
業，土壌とその出来かたなどをあげている児童がい
る。ある児童が「テキストをよんでいて初めて知っ
たこと，おどろきが多かったこと。」（Ｑ男）と記し
ているように，学習書を用いた実験授業で，今まで
知らなかったことを初めて知ったことが児童の心に
残らせたといえよう。
　８　おわりに
　小学校６年生を対象に開発した単元「森林と大気
と生活」の実験授業を，2004年２月から３月に，福
岡市立愛宕小学校で実施した。その結果得られた問
題編の回答，作文，「推せん課題」レポート，「反省」
の「満足度」・「感想Ａ」・「感想Ｂ」，アンケートに
ついて分析し，考察を行ってきた。
　問題編の回答の分析と考察では，無答者がいた問
題は，全118問題中12問（10.2％）で，ほぼ全員学
習に参加していたこと，正答率が部分的に低いとこ
ろもあったが，全般的には高く，単元の知識目標が
達成されたことなどから，単元「森林と大気と生活」
の学習書は「ひとり学習」用教材とし適しているこ
となどを明らかにした。
　作文の分析と考察では，問題編の問題に回答する
ことによって，今まで知らなかったことを初めて
知ったこと，すでに知っていたことも今まで以上に
広く，深く知ったこと，事象と事象の因果関係を認
識したこと，概念や一般化を理解したことなどに
よって，児童の認識が拡大・深化したこを明らかに
した。また，単元「森林と大気と生活」の学習書は
価値観の育成を意図したものではなかったが，学習
を通して価値観が変化したことも明らかにした。
　「推せん課題」レポートの分析と考察では，36人
中８人の児童がレポートを提出したこと，「推せん
課題」レポートに取り組んだ児童は多面的・多角的
に課題を調べることによって，高い満足度を得てお
り，児童にとって意味のある学習が行われたことな
どを明らかにした。特に，２編の「推せん課題」レポー
トを分析と考察から，豊富な資料を駆使して課題を
解明することによって知的拡大・深化がなされたこ
となどを明らかにした。なお，この内の１編は，中
学校に進学した５月７日に完成させ，提出された。
そこには，状況が変化しようとも探求を続ける力，
すなわち，「自ら学ぶ力」が形成されていることを
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明らかにした。
　「反省」では，「満足度」，「感想Ａ」，「感想Ｂ」の
分析と考察を行った。
　「満足度」の分析と考察では，学級の平均満足度
は５段階評定の3.97で，児童に比較的高い満足感を
与えるとともに，満足度５が34人中13人おり，約36
パーセントの児童に最高の満足感を与えたとを明ら
かにした。また，「満足度」の「わけ」を分析する
ことによって，「予定におくれず進めることができ
た」，集中して「出来た」り，「取り組めた」，「よく
分かった」，「おもしろかった」，「楽しかった」，「自
分の考えが深まり，理解できた」などの理由によっ
て，児童の満足度が高くなったことを明らかにした。
　学習した内容について書く「感想Ａ」の分析と考
察では，多くの児童は実験授業以前に，漠然と既に
知っていた事実や事象について実験授業によって，
新たに，より詳しく知ったこと，熱帯林の破壊の原
因や地球温暖化の原因を認識したこと，そうした認
識をふまえて，自分の考えを「感想Ａ」に書くこと
により，知的拡大・深化させたこと，そのことを通
じて価値観を変化させたなどを明らかにした。
　「感想Ｂ」の分析と考察では，自分の力で勉強す
る力を高めるために工夫や努力を行っていること，
授業中の児童同士及び児童と教師の交流が学習に成
果をもたらしていること，集中して学習することが
児童の成長に結びついていることなどを明らかにし
た。
　アンケートの分析と考察では，５年になってはじ
めた「ひとり学習」を多くの児童が肯定的に受けと
めていること，５年時の「森林と水と生活」，６年
時の「森林と大気と生活」の学習に１番必死で真剣
に取り組んだこと，そのことが小学校で１番思い出
に残る学習になったこと，「森林と水と生活」と「森
林と大気と生活」を学習したことによる認識の拡大
や深化，思考力の変化，達成感がその理由として考
えられることなどを明らかにした。
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